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エグゼクティブサマリー

● 全期間（2022年6月1日〜2023年3月15日）を通じて模倣品、疑いの検出はございませ
ん。

● 模倣品に関してはこのシールの認識がされてから、偽造されることにより検出可能になり

ます。今は認知・拡大のフェーズですので、引き続き利用の促進・改善を行っていく予定

です。

● 偽造防止シールは以下の地域で認識されました。期間中2か国（日本、韓国） 2地域で31
回スキャンされています。

● 情報提供部分のQRコードに関しては8か国、29地域、98回スキャンがされています。

偽造防止シールの認識状況

● 正常　100%（令和3年補正分）
● 疑いなし、模倣品なし



◆期間別の認識モニタリング：令和3年分（期間：2022年6月1日～2023年3月15日）

◆地域別の認識モニタリング：令和3年分（期間：2022年6月1日～2023年3月15日）

※全体（正常品・疑い・模倣品）の認識モニタリングで出していますが、100%正常品のスキャンのため全
体スキャン数は正常品のスキャン数と同じです。
黄色は比較期間 : 2021-08-17 ~ 2022-05-31 (比較期間は基準期間に従って自動設定されます。)

偽造防止シールの地域別認識状況



偽造防止シールは以下の地域で認識されました。期間中2か国 2地域 31回スキャンされていま
す。

年度 国名 地域

2022年6
月

2022年7
月

2022年8
月

2022年9
月

2022年
11月 総計

令和3年補正 Japan Tokyo 1 2 3

Japanの
合計 1 2 3

South
Korea Seoul 11 17 28

South
Koreaの合
計 11 17 28

令和3年補正
の合計 12 2 17 31

QRコードのスキャン状況

情報提供部分のQRコードに関しては8か国、29地域、98回スキャンがされています。

国名 地域

2022
年6
月

2022
年7
月

2022
年8
月

2022
年9
月

2022
年10
月

2022
年11
月

2022
年12
月

2023
年1月

2023
年2月

2023年
3月 総計

China Beijing 1 1

Jiangsu 1 1

Shangh
ai 4 1 5

Chinaの合計 6 1 7

Hong Kong
SAR China

Sai
Kung 1 1 1 3

Southe
rn 8 1 4 2 4 1 20

Tsuen
Wan 1 1



Hong Kong
SAR Chinaの
合計 9 1 4 2 6 2 24

Indonesia Jakarta 1 1

Indonesiaの合
計 1 1

Japan Chiba 1 1

Gifu 1 1

Hyōgo 1 1

Kanaga
wa 1 1 2

Kyoto 1 1

Okaya
ma 1 1

Tokyo 1 4 1 1 7

Yaman
ashi 1 2 3

Japanの合計 1 9 1 2 1 1 2 17

Malaysia
Kuala
Lumpur 1 1

Malaysiaの合
計 1 1

Singapore

Central
Singap
ore 4 4

North
East 6 6

South
West 8 8

Singaporeの合
計 18 18

Taiwan Taipei 1 1 2

Taiwan 3 2 1 1 7

Taiwanの合計 4 2 1 2 9

Thailand
Bangko
k 3 4 1 8

Chump
hon 1 1 2

Thailandの合
計 4 5 1 10

United States
Californ
ia 3 3

Delawa
re 1 1

Massac
husetts 1 1



New
Jersey 2 2

New
York 3 3

Pennsy
lvania 1 1

United States
の合計 11 11

1 9 11 41 7 12 6 7 2 2 98

シール配布先企業

令和3年補正分　60,000枚
● 日本ブドウ産地協議会1,350
● （公財）徳島県農業開発公社） 700
● 青森県農林水産物輸出促進協議会合計 10,800
● 日本園芸農業協同組合連合会 　　3,400
● アライド 4,050
● Wismettacフーズ株式会社 2,050
● ブランドおおいた輸出促進協議会農産部会 700
● 一般社団法人青森県りんご対策協議会 18,250
● 福岡県産品輸出促進協議会 2,700
● 日本農業 5,400
● GLO 2,000
● クラウンメロン 3,350
● 三重県農林水産物・食品輸出協議会農産部会 3,350
● ABCスタイル　商談用　６か国配布必要 650
● アクセンチュア　中央と地方マッチング650
● JFOODO+ADK(シンガポール、タイ、マレーシア） 650

Appendix

◆真贋判定、QRコード

課題 内容の擦り合わせ、統一

施策 1.データ作成
→2022年6月済

2.データ入力（偽造防止タグ、QRコード）・サイト
→2022年7月済

3.シール納品
→2022年6月24日　10,000枚
→2022年7月1日　 50,000枚

4.監視・報告



→2022年8月分（2022年9月5日）
→2022年9月分（2022年10月7日）
→2022年10月分（2022年11月8日）
→2022年11月分（2022年12月6日）
→2022年12月分（2023年1月9日）
→2023年1月分（2023年2月6日）
→2023年2月分（2023年3月6日）
→全体分（2023年3月15日）

◆運用の改善

課題 使用方法、認知の拡大

施策 1.委託先連絡会
→2022年6月24日

2.日本の食品輸出EXPOにて取組の紹介
→2022年6月22日～24日

3.第2回青果物部会（委託先説明）
→2022年10月7日

4.包装資材への印刷調査
→2022年11月25日～30日

5.偽造防止加工付き「日本産果実マーク」シール 説明資料（日本語&英語）
→2023年1月6日


